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生体センシング技術開発の現状と
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☆生体センシングにおける各要素技術の現状や生体信号処理時の留意点を解説

　　　　　

【本書のポイント】　

◎各生体データ測定の方法と注意点とは？
・脳波を計測する上での計測方法・解析方法・計測機器
・心電や脈波の計測方法や計測時の注意点
・血圧・血糖値・血流量の各計測について、複数の計測方法の比較
・視覚情報計測における手法や分析方法

◎生体センシングデバイス開発における各要素技術の現状とは？
・ウェアラブルデバイスにおけるセンサー技術の現状やアンテナ技術・設計例
・生体センシングシステムの概要やアナログフィルタ・デジタルフィルタの設計手法
・デバイス使用される電池技術開発の現状
・ストレッチャブルデバイス技術の現状と基板材料技術開発
・取得生体信号の処理方法と注意点

◎実際に生体センシング技術を使った技術開発・製品開発事例について
・呼気センサ・人感センサ・圧力センサ・皮膚発汗センサ・皮膚ガスセンサ等を利用した技術開発事例
・VR機器による生体センシング手法や計測できる生体データについて

★本書は生体センシング技術の現状を知り、技術開発を行う助けとなります。

詳細HPは「情報機構　BA240201」
もしくは「情報機構　生体センシング技術 書籍」検索！
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